





The Development of Bonsai as a Hobby in Early Showa Japan: Examining  
Descriptions of Natural Planting as a Hobby in the Book Shumi Taikan （1935）
Yo HAYAKAWA
This paper explores descriptions of natural planting as a hobby in the book, Shumi Taikan 
published in 1935, focusing on bonsai. The study explains how the number of cultural pundits who 
enjoyed hobbies and built relationships with each other increased in early Showa Japan.
Chapter 1 describes the community and context surrounding bonsai and explains its importance. 
Earlier studies on the history of bonsai are also examined. Chapter 2 summarizes hobbies related to 
natural planting that are described in Shumi Taikan. Chapter 3 classifies bonsai pundits by experience 
and describes their characteristics. Chapter 4 summarizes the construction of hobby organizations by 
area and name of organization and also appraises a large-scale exhibition held at Hibiya Park.
This study verifies that an increasing number of publications by bonsai pundits and of botanical 
centers on natural planting as a hobby in early Showa Japan resulted in widespread recognition of 
bonsai. Bonsai was initially recognized as a new type of culture that was considered harmonious with 
sencha and suitable as ornaments for tokonoma. Thereafter, hobby groups were systematically formed 
and small- to large-scale exhibitions were held. Bonsai was favorably received by the public, leading to 
an increase in exhibitions. Bonsai developed into an art form from the time it came to be considered 
unique to Japan, rather than as part of Asian culture in general.
Key words:  Japan in the early Showa period （昭和初期日本）, bonsai hobby （盆栽趣味）, enthusiast （愛好










































































































































文献（第 1 部）」，目次に沿って第 1 編「音楽」に関
するもの 168 頁分，第 2 編「美術」に関するもの 46
頁分，第 3 編「教養」に関するもの 80 頁分，第 4 編
「スポーツ」に関するもの 73 頁分，第 5 編「栽培飼
育」に関するもの 40 頁分，第 6 編「蒐集」に関す
















「趣味道に関する文献」は表 1 のように 6 編構成
となっており，領域名をつけるならば，第 1 編「音
楽」，第 2 編「美 術」，第 3 編「教 養」，第 4 編「ス





























る者は，1,135 名中 93 名，全体の約 8.2％15 である。
表 1　「趣味の分類」
領　　　域 分　　　　　　　野




第 2 編（美術） 陶磁器，彫刻，鎌倉彫，篆刻，印譜，絵画，書道，仏像，漆器，蒔絵
第 3 編（教養） 茶道，花道，歌道，俳句，日本文学，日本美術，日本建築，銅器，川柳，漢詩，囲碁，将
棋，酒，煙草，演劇，歌舞伎，舞台，映面（無声），トーキー，社交ダンス，料理，手芸，
蓄音器，写真，撞球，麻雀，小型映画，手品，魔術，卓球，西洋舞踊，レコード




第 5 編（栽培飼育） 造園 ，盆栽 ，盆石 ，園芸 ，犬，猫，狸，猿，蛙，雞，伝書鳩，鶯，繡眼児（めじろ），
雲雀，鶉，金魚




※第 6 編の「鈴」は実際に 2 回出てくるが，それぞれ違う内容で沿革が記述されている。
表 2　「氏名右肩に記載されている趣味」
合計人数 分　　　野（人数）
（ａ） 39 名 園芸 27，蘭 5，菊 2，菊の栽培 1，洋蘭 1，朝顔 1，花卉 1，メロン 1
（ｂ） 24（※25）名 ※盆栽 15，※皐月 5，盆景 2，盆石 2，豆盆栽 1
（ｃ） 12 名 造園 8，庭園 3，庭造 1
（ｄ） 8 名 山草 2，高山植物 2，山の植物 1，野外植物 1，鳥類・植物 1，動植物採集 1
（ｅ） 3 名 植木 2，植木の研究 1
（ｆ） 2 名 石の蒐集 1，化石採集 1
（ｇ） 2 名 森林写真蒐集 1，高山植物・植物に関する古書の蒐集 1
（ｈ） 2 名 自然 1，自然礼賛 1
（ｉ） 1 名 野菜栽培 1
合　計 93（※94）名 31 分野
※ 「現代趣味家総覧」1,135 名中 93 名が自然栽培（縮景）に関する内容を代表的趣味として示している。うち 2 名は栽培趣味
を 2 種類あげており，「盆栽」「園芸」をあげる者は（b）で「盆栽」で集計した。もう 1 名は「皐月」「盆栽」をあげている


















番号 頁 氏　名 職・爵位 住　所 趣　味 品種・数 経緯・所属会・規模・備考











































































































































































































































































菊（160～300） 菊の栽培は大正 11 年より始め 3 年目から 200

































洋画家 淀橋区 花卉 薔薇（30 余種），水蓮 園芸は画の参考のため始めた。現在もその目的
に変わりはないが漸次その栽培にも熱中し，目
下は温室にて薔薇 30 余種を栽培。文部省美術


















































































盆栽 40 鉢 横浜盆栽会会長（5 年前に創立），大正 10 年頃


























































































































































































































































































え（培 養 20 年 以 上 が
10 数鉢）







































写真は 500 数十葉を超える。6，7 歳から植物を
愛好，父が盆栽趣味のため，9 歳の頃には逸品
─ 48 ─






















































































































1932（昭和 7）年，東京市 15 区は隣接する 5 郡 82





いた（表 13）。比率にして東京市内 73 名で 78.5％，
東京市外 1 名 1.1％，東京府内合計 79.6％，東京府
以外関東圏が 8.6％，関東圏外が 11.8％である。
表 10　（h）自然（自然礼賛）分野


























各実業界 実業界・実業家 11，建築界 2，官界・官僚 4，教育界・学会 4，法曹界（弁護士）3，
経済界 1，軍楽界 1，鉄道界 1
27 名 29.0％
会　社 経営者 5，会社取締役 3，役員 1，銀行員 1 10 名 10.8％
商　業 木材輸入商 1，工業薬品塗料商 1，写真台紙商 1，鐵商 1，化粧品商 1，鈴木楼当主 1，
蔵元 1，金箔店 1，東京農産商会（蒲田農場）1
09 名 09.7％
芸術家 彫刻家・彫塑家 3，洋画家 3，挿絵画家 1，ピアニスト 1，建築 1 09 名 09.7％
製造業 洋装品の製造販売 1，製帽業（政治家）1，染織業 1，真鍮業 1，建築業 1，製造業 1，
製皮事業（政治家）1
07 名 07.5％
博　士 工学博士（官僚）1，工学博士 1，理学博士 1，林学博士 1，医学博士 2，薬剤大佐 1 07 名 07.5％
伝統芸能 能楽家 2，家元 3 05 名 05.4％
貴　族 子爵 2，伯爵 1，伯爵（政治家）1 04 名 04.3％
不　明 不明・記述なし 4 04 名 04.3％
資産家 旧家（大地主）1，資産家 1，地主 1 03 名 03.2％
政治家 政治家 3 03 名 03.2％
軍　人 海軍軍人 2 02 名 02.1％
その他 財団理事長 1，易学 1，東都皐月観賞家 1 03 名 03.2％




然栽培（縮景）趣味の表記が 1 つ以上あり，2 つ目






















































































































分　　類 分　　野 人　数 比　率
第 1 編（音楽） 能楽 12，尺八 3，長唄 2，音楽 1，小唄 1，義太夫 1 20 名 21.5％
第 2 編（美術） 南画 1，絵画 1，押絵 1，仏像 1，洋画 1，篆刻 1，浮世絵 1 07 名 07.5％
第 3 編（教養） 写真 2，旅行 2，囲碁 2，骨董 2，書道 2，生花 1，茶道 1，建築 1，狂歌 1，




ゴルフ 4，釣魚 4，刀剣 2，スポーツ 2，運動 1，野球 1，ダンス 1，スキー 1，




2 つ目の趣味が盆栽 2，小鳥 3，犬 2，らんちゅう 2，飼鳥 1，鳥 1，愛犬 1 12 名 12.9％
第 6 編（蒐集） 新画の蒐集 1，絵葉書蒐集 1，燐票 1，書画 1 04 名 04.3％
その他 2 つ目の趣味の記述なし 8 08 名 08.6％






























表 3 の 1～27 番までの 27 名は園芸を代表的趣味








































10,000～鉢（種） 01 01 0 2 0 0 0 0 0 04 04.3％
1,000～鉢（種） 02 01 0 0 0 0 0 0 0 03 03.2％
100～鉢（種） 06 04 0 1 0 0 0 0 0 11 11.8％
10～鉢（種） 03 03 0 0 0 0 0 0 0 06 06.5％
その他（面積） 04 00 0 0 1 0 0 0 1 06 06.5％
その他（場所） 03 00 6 5 0 0 0 0 0 14 15.0％
品種のみ（規模不明） 14 10 3 0 2 1 2 1 0 33 35.5％
具体的な記述なし 06 05 3 0 0 1 0 1 0 16 17.2％


































15 名，「皐 月」5 名，「盆 景」2 名，「盆 石」2 名，
「豆盆栽」1 名である。「盆栽」15 名のうち，44 番
頼母木は東京市長，逓信大臣を務めた盆栽家で，そ
の栽培数も圧倒的に多い。本文の記載にも蝦夷松
（10,000 鉢）26，五葉松（5～600 鉢），錦松（500 鉢位），
仏 手 柑（600 余 鉢），真 柏（6～70 鉢），紅 葉（70 鉢）
とあり，合計すると代表的な 6 種のみで 12,000 鉢
程度を確認できる。業者の座談会でも豪放磊落な買
写真 3　「林川栽培のメロン」写真 1　「西洋蘭の手入れをする加賀」 写真 2　「熊谷の温室と栽培メロン」










































































































































































所属し，山草の流行を 1 期と 2 期に分け説明をする。
第 1 期は 1901，2（明治 34，5）年頃から 1909，10























































































































































































































































































秘法： 草木実験』博文館 1902 年，木部米吉（苔香園
米翁）『盆栽培養法』三銀水石園 1903 年，自然主義
の影響を受けた無待庵主人（木曾庄七）編『盆栽瓶





生花 , 盆栽」『三の丸尚蔵館年報・紀要』5 号 pp. 71-
80，1998，続編として「序説： 日本近代美術のなか
の書と生花，盆栽（2）」『三の丸尚蔵館年報・紀要』

















































































































































1967 年 pp. 164-165
37　農耕と園芸編集部『別冊農耕と園芸 水石の心・石

















































慕す 国風を愛護する精神」叢会 1944 年，日本盆栽
協会『昭和の盆栽譜 国風盆栽展五十年の歩み』「昭
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